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1　緒　　　言

　これは，第13回材料の衝撃問題シンポジウムの原稿フォーマットを示したものです．本フォーマットに従い日本語または英語で原稿を作成し，PDFファイルに変換したものを電子メールにて事務局（impact13@jsms.jp）あてに提出してください．なお，マイクロソフトワードで原稿を作成される場合は，この原稿作成見本をそのまま原稿にお使いになれば，マージンなどの設定は不要です．以下では，フォーマットの詳細を示します．

2　原稿の執筆上の注意

2.1　原稿作成　講演原稿（A4用紙2～6頁，カラー可）は，ワードプロセッサや組版ソフト等を用いて作成し，PDFファイルに変換したものを電子メールにて提出してください．
2.2　原稿サイズ　原稿サイズはA4（297 mm×210 mm），マージンは左右20 mm，上部25 mm，下部22 mmとしてください．本文は2段組，コラム幅80 mm，コラム間隔10 mmとしてください．

2.3 題名，著者名　講演題名（邦文）15 pt，中央揃え，講演題目（英文）13 pt，右揃え，著者名（邦文）11 pt，中央揃え，著者名（英文）11 pt，中央揃えとしてください．連名の場合には登壇者に○印をつけてください．

2.4　本文　本文は9 ptとしてください．1行の文字数は全角で25文字程度，行間隔は14 pt程度（51行/頁程度）としてください．参考文献は1)，2)，3)のように番号をつけて本文の最後にまとめてください．
2.5　図表　図表を本文で引用する場合，図についてはFig. 1，Fig. 2のように，表についてはTable 1，Table 2のように引用してください．図表中の説明，キャプションは原則として英語とします．

3　原稿の送付

講演原稿はPDFファイルに変換し，期日までに電子メールにて事務局（impact13@jsms.jp）あてに提出してください．その際，メールの件名を「衝撃問題シンポジウム原稿提出」とし，ファイル名を「TaroYoshida.pdf」のように講演者の氏名が分かるようにしてください．
【原稿送付先（事務局）】

E-mail: impact13@jsms.jp
【原稿締切】
　2020年8月7日（金）

4　講演発表

　講演時間は20分（講演15分，討論5分）を予定しています．詳細については，新型コロナ感染症の終息状況を踏まえて，逐次ご連絡いたします．
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Fig.1 Relationship between da/dn and (K. 
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